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ド
ラ
イ
ス
キ
ン（
乾
燥
肌
）の
ケ
ア
は
大
丈
夫
？

ド
ラ
イ
ス
キ
ン（
乾
燥
肌
）の
ケ
ア
は
大
丈
夫
？

健康だより健康だより
問い合わせ先

健康推進課　☎（25）1111

　

健
康
で
う
る
お
い
の
あ
る
肌
は
、

皮
膚
表
面
の
角
質
層
に
水
分
が
し
っ

か
り
と
保
有
さ
れ
て
い
る
状
態
で
、

外
か
ら
の
刺
激
を
防
御
し
、
体
内
の

水
分
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
バ

リ
ア
機
能
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
皮
膚
に
含
ま
れ
る
水
分
を

逃
さ
な
い
よ
う
に
、皮
脂
膜
（
※
１
）

が
皮
膚
表
面
を
覆
っ
て
い
ま
す
。

　

で
も
、
様
々
な
原
因
で
皮
膚
の
角

質
層
の
水
分
が
失
わ
れ
る
と
、
皮

膚
本
来
の
バ
リ
ア
機
能
が
低
下
し
て
、

肌
荒
れ
や
皮
膚
の
か
ゆ
み
、
湿
疹
な

ど
の
症
状
が
起
こ
り
ま
す
。
ド
ラ
イ

ス
キ
ン
に
な
る
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た

刺
激
に
も
、
か
ゆ
み
を
感
じ
や
す
く

な
り
「
皮
膚
を
か
く
↓
皮
膚
が
傷
つ

く
↓
水
分
が
さ
ら
に
蒸
発
す
る
」
と

悪
循
環
を
ま
ね
き
ま
す
。

　

皮
膚
の
乾
燥
は
、
体
の
部
分
に

よ
っ
て
も
違
い
が
あ
り
、
手
や
腕
、

太
も
も
、
す
ね
な
ど
が
乾
燥
し
や
す

い
部
分
で
す
。

　

ド
ラ
イ
ス
キ
ン
の
症
状
を
防
ぐ
に

は
、
乾
燥
に
対
す
る
適
切
な
ス
キ
ン

ケ
ア
や
、
日
常
生
活
で
の
注
意
を
守

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
肌
に
や
さ
し
い
衣
類
を
着
る

　

下
着
は
肌
に
ぴ
っ
た
り
と
し
た
長

め
の
も
の
で
、
綿
１
０
０
％
で
肌
触

り
の
良
い
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
肌
へ
の
刺
激
を
防
ぐ
た
め
、
チ

ク
チ
ク
す
る
セ
ー
タ
ー
類
は
避
け
る

か
、
下
着
で
カ
バ
ー
し
て
直
接
肌
に

触
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

②
暖
房
器
具
を
使
う
時
は
加
湿
も
忘

れ
ず
に

　

暖
房
器
具
の
中
で
も
エ
ア
コ
ン
、

電
気
毛
布
、
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
な

ど
の
電
気
器
具
は
、
室
内
を
乾
燥
さ

せ
る
の
で
使
い
す
ぎ
に
注
意
し
、
加

湿
器
や
ぬ
れ
タ
オ
ル
な
ど
で
加
湿
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

③
入
浴
後
に
は
ス
キ
ン
ケ
ア
を
欠
か

さ
な
い

　

お
風
呂
上
が
り
の
皮
膚
が
乾
き

き
っ
て
い
な
い
状
態
（
５
分
以
内
）

で
保
湿
剤
を
塗
布
す
る
と
効
果
的
で

す
。

・
白
色
ワ
セ
リ
ン

　

皮
膚
の
表
面
に
皮
膜
を
作
り
、
水

分
の
蒸
散
を
防
ぐ
。

・
尿
素
製
剤

　

角
質
の
保
湿
能
力
を
高
め
、
皮
膚

に
粘
滑
性
を
与
え
る
が
、
時
に
尿
素

の
刺
激
作
用
の
た
め
ヒ
リ
ヒ
リ
感
が

あ
る
。

④
お
風
呂
で
ゴ
シ
ゴ
シ
は
禁
物

　

石
け
ん
類
の
使
い
過
ぎ
や
こ
す
り

す
ぎ
は
、
汚
れ
と
一
緒
に
皮
脂
膜
を

取
り
除
い
て
し
ま
う
た
め
、
ナ
イ
ロ

ン
タ
オ
ル
の
使
用
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

石
け
ん
を
泡
立
て
て
体
を
静
か
に

洗
っ
て
か
ら
お
湯
で
洗
い
流
す
の
が

い
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
最
近
普
及
し
て
い
る
液
体

石
け
ん
に
は
、合
成
界
面
活
性
剤（
※

２
）
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
必
要

以
上
の
油
分
を
取
っ
た
り
、
す
す
ぎ

も
不
十
分
に
な
り
や
す
い
た
め
、
毎

日
の
入
浴
に
は
低
刺
激
性
の
石
け
ん

の
使
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

⑤
ア
ル
コ
ー
ル
や
香
辛
料
の
強
い
料

理
は
控
え
め
に
す
る

　

ア
ル
コ
ー
ル
や
香
辛
料
は
血
液
循

環
が
良
く
な
る
の
で
か
ゆ
み
が
起
こ

り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　10月13日（木）に旭志会場で、10月28日（金）に
菊池会場で、それぞれ３歳児健診がありました。
　歯科検診の結果、むし歯がなかった子どもさんを紹
介します。（敬称略）

歯ッピーキッズ
３歳児健診時「むし歯なし」の子

　甘いものを控えること、歯みがきをすること、歯を強
くすること、定期健診を受けることがむし歯を予防する
ポイントです。
　これからもむし歯ゼロで頑張りましょう。

デ
リ
ケ
ー
ト
な
肌

　

年
金
教
育
の
一
環
と
し
て
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
「
こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん

イ
メ
ー
ジ
は
が
き
コ
ン
テ
ス
ト
」
に

県
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
１
、３
５
５

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

10
月
３
日
に
熊
本
社
会
保
険
事
務

局
で
審
査
が
あ
り
、
小
学
生
と
中
学

生
の
部
そ
れ
ぞ
れ
24
作
品
が
入
賞
作

品
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
と
菊
池
市
の
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

小
学
生
の
部

・
最
優
秀
賞

　

田
辺
尚
貴
（
当
尾
小
・
宇
城
市
）

中
学
生
の
部

・
最
優
秀
賞

　

山
口　

彩
（
牛
深
東
中
・
牛
深
市
）

・
入
選　

岩
根
雄
飛
（
旭
志
中
）

・
入
選　

髙
宗
沙
紀
（
旭
志
中
）

・
佳
作　

田
中
千
穂
（
旭
志
中
）

・
佳
作　

坂
本
佳
菜
子
（
旭
志
中
）

・
佳
作　

陶
山
智
佳
子
（
旭
志
中
）

　

入
賞
作
品
は
、
12
月
６
日
（
火
）

ま
で
鶴
屋
百
貨
店
東
館
８
階
「
ふ
れ

あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
社
会
保
険
事
務
局
年
金
課

　

☎
０
９
６
（
２
１
１
）
１
１
２
２

　国民年金保険料は、納付した全額が所得税・市町

村民税などの社会保険料控除の対象となります。

　平成 16年度分までの年末調整や確定申告の手続

きでは、納付した保険料を証明する書類の添付など

は必要ありませんでしたが、所得税法等の一部が改

正され、平成 17年度分の所得の申告から、国民年

金保険料を社会保険料控除として申告する場合に、

一年間に納付した国民年金保険料の納付を証明する

書類の添付などが義務付けられました。

　このため、生命保険会社などから送付される控除

証明書と同様に、国民年金保険料の納付額を証明す

る「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書（ハ

ガキ）」が、社会保険庁から毎年 11 月上旬に送付

されることとなりました。

国民年金保険料
控除証明書について

守
り
た
い

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

清
しみず

水優
ゆう と

斗（○旭  川下）

尾
おばた

畠　晋
あまね

（○旭  高永）

髙
たかむね

宗ひかり（○旭  妻越）

10月13日（木） 
旭志会場

　
「
ド
ラ
イ
ス
キ
ン
」
と
は
、
皮
膚
が
乾
い
た
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

特
に
、
こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
と
と
、

暖
房
器
具
の
使
用
な
ど
で
皮
膚
の
水
分
や
脂
（
皮
脂
）
が
減
少
し
て
、「
ド

ラ
イ
ス
キ
ン
」
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

「
第
16
回
こ
く
み
ん
ね
ん

き
ん
イ
メ
ー
ジ
は
が
き
コ

ン
テ
ス
ト
」審
査
結
果

　年末調整や確定申告する際に社会保険料控除として申告する場合には「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」または領収証書の添付や提示が義務付けられました。

※
１　

皮
脂
膜
と
は
、
毛
孔
と
呼
ば

れ
る
毛
穴
か
ら
分
泌
さ
れ
る
皮
脂
と
、

汗
腺
か
ら
出
る
汗
が
混
じ
り
合
っ
て

で
き
る
薄
い
膜
で
、『
天
然
の
ク
リ
ー

ム
』
と
も
呼
ば
れ
、
皮
膚
を
保
護
し

て
い
ま
す
。

※
２　

界
面
活
性
剤
と
は
、
水
と
油

の
境
界
面
に
作
用
し
て
、
両
者
が
交

じ
り
合
う
よ
う
に
働
き
か
け
る
も
の

で
、
自
然
界
に
存
在
す
る
も
の
と
、

人
工
的
に
作
ら
れ
る
も
の
の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の『
合
成（
石

油
系
）
界
面
活
性
剤
』
が
含
ま
れ
て

い
る
も
の
が
、
肌
の
バ
リ
ア
機
能
を

弱
め
た
り
、
蛋
白
質
を
変
質
さ
せ
る

た
め
、
ド
ラ
イ
ス
キ
ン
な
ど
皮
膚
の

ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
しんごう

郷友
ゆう き

基（○菊  中町）

石
いしぶち

渕　光
ひかる

（○菊  西正観寺）

境
さかい

　夏
なつ き

希（○菊  西迫間）

内
うちだ

田瑠
る な

南（○菊  上古閑）

倉
くらはら

原　將
しょう

（○菊  下赤星）

10月28日（金） 菊池会場

　

以
上
の
こ
と
を
工
夫
し
て
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
快
適
で
、
よ

り
過
ご
し
や
す
い
冬
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
ら
よ
い
で
す
ね
。

暖
房
な
ど
で
、お
肌「
ガ
サ
ガ
サ
」

お
得
度
ラ
ン
キ
ン
グ

（
※
割
引
額
は
平
成
17
年
度
額
）

１
位

　

口
座
振
替
で
１
年
分
を
前
納
す
る
と

　

３
、４
２
０
円
お
得
。

２
位

　

年
度
末
（
３
月
）
ま
で
の
保
険
料
を
納

付
書
で
前
納
す
る
と
、
前
納
開
始
月
に
よ
り

２
、８
９
０
円
（
４
月
分
か
ら
前
納
し
た
場
合
）

〜
４
０
円（
２
月
分
か
ら
前
納
し
た
場
合
）お
得
。

３
位

　

半
年
分
を
口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
９
３
０

円
、
納
付
書
で
前
納
す
る
と
６
６
０
円
お
得
。

４
位

　

気
軽
に
始
め
ら
れ
る「
口
座
振
替
早
割
制
度
」

　

通
常
は
翌
月
末
引
き
落
と
し
と
な
っ
て
い

る
口
座
振
替
を
、
当
月
末
引
き
落
と
し
に
す

る
で
け
で
月
々
40
円
が
割
引
に
な
り
、
年
間
で

４
８
０
円
お
得
。

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み

　

ご
利
用
の
金
融
機
関
・
社
会
保
険
事
務
所
・

菊
池
市
役
所
（
各
総
合
支
所
）
へ
ど
う
ぞ
。

持
っ
て
く
る
も
の

○
年
金
手
帳
、
納
付
書
な
ど
基
礎
年
金
番
号
の

分
か
る
も
の

○
預
・
貯
金
通
帳

○
通
帳
の
登
録
印

　証明内容は、その年の１月から９月末日までに納

付された国民年金保険料額と、年内に納付が見込ま

れる場合の納付見込額です。年の途中から国民年金

に加入した場合など、その年の 10月以降に初めて

保険料を納付した人については、翌年２月初旬に同

様の証明書が送付されます。

　年末調整または確定申告などの手続きの際は必ず

この証明書や領収証書が必要となりますので、申告

を行うまで大切に保管してください。

　なお、問い合わせは、社会保険庁から送付される

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に記

載される問い合わせ先をご覧ください。

国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得

※
平
成
17
年
度
の
納
付
期
日
が
終
了
し
た
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
参
考
ま
で
に
照
会
し
ま
す
。

問い合わせ先
菊池市役所市民課
☎（25）1111

国民年金情報


